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Vision&Education,Ltd.代表取締役。バッカーズ寺子屋塾長。バッカーズ九州寺子屋塾長。
小郡寺子屋「志学舎」塾長。

1962年、福岡県生まれ。企業勤務、高等学校教師などを経て、2006年に「志の教育を創る」

を理念にⅥsion&Education,Ltd.を設立。代表取締役を務める。 「志の教育」をテーマに全国

各地で教育実践活動を展開中。

2005年よりバッカーズ・ファンデーション（会長セコム株式会社最高顧問飯田亮氏）

の教育委員会事業Iバッカーズ寺子屋」の教育プログラムを作り塾長を務める。2008年から

はバッカーズ九州寺子屋（支援者の会会長株式会社麻生代表取締役会長麻生泰氏）の塾

長を務める。さらに2022年、福岡県小郡市の市政50周年を記念して、小郡寺子屋「志学舎」

が設立され、塾長を務める。

現在3つの寺子屋の塾長として、次代を担う10歳からl. 5歳の子供たちの育成に力を注い

でいる。

また、 「全ての人たちが志を持ち、活き活きと生きる社会の実現.｜を目指し、企業教育にお

いても「志の教育」をテーマとした教育プログラムを、 'll高広い年齢層を対象に実施している。

古今東西の歴史上の人物の生き方、現代を生きるビジネスパーソンの生き方、 日本の自然・文

化・歴史、国際社会の大きな変化などを踏まえた「志の教育」には多くの支持が集まる。

幼児教育の分野においても、教育理念に関する研修（クレド策定など職員向け)、親心の学

び舎（保護者向け）を実施するなど、 日本の教育をより良いものにするための教育実践に力を

注ぐ。

著書に、『学び方が変わると人生が変わる』（梓書院)、『｢志」の教科書』（産経新聞出版）な

どがある。

〔研修テーマ〕

。｢今､求められる志の教育」 ・｢先人の生き方に志を学ぶ」 ・｢人物を創る教育」

．｢プレゼンテーション～伝えることの本質～」 ・｢親心を育む」
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献
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仕
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｢バッカーズ九州寺子屋に入塾して」

私がパッカーズ九州寺子屋の1年間の学びを通して、変われたことや感じたこと、気づ

いたことは4つあります。

1つ目は、人の話を攻撃的に聞くようになったことです。バッカーズに入る前までは、

ただ聞いているだけの時もあれば、メモをしていても聞いたことをそのまま書くだけで、

何も考えずに聞き流していました。話の内容について疑問に思うこともなく、質問するこ

ともできませんでした。 しかし、このバッカーズに入塾して、攻撃的に話を聞くことやメ

モに自分が感じたことを書き込むことの大切さを知り、それを実践するようになりました。

すると、その時に感じたことなどがメモを見返した時に思い出せて、攻撃的に話を聞くこ

とで疑問が生まれ、積極的に質問ができるようになりました。また、メモをとることで自

分の頭の中を整理することができ、感想文も自然に書けるようになりました。このように

メモをとると沢山の良いことがあります。そして、何回も講座を受けていくうちに、経営

者講話などの前に下調べをすることの大切さに気づきました。事前にその企業のことなど

を調べておくと、調べたことに関して質問をすることができます。このように、経営者講

話の前に下調べをすることで、自分から調べる力がついたと思います。この力がついたこ

とで、分からないことがあったら、すぐ・に誰かに聞いていた私が、 インターネットや辞書

などを使って、自分から調べるようになりました。メモを上手にまとめることや質問をす

ることが苦手だった私も攻撃的に話を聞くことによって、変われたと思います。

2つ目は、積極的に話すようになったことです。私は人前で話すことが苦手で、自分の考

えや思いをうまく伝えることができていませんでした。 しかし、バッカーズに入塾してか

らは、突然マイクがまわってきて、感じたことなどを話したり、スピーチコンテストなど

大勢の人の前で話すことで、少しずつですが、自分の考えや思いをうまく言葉にして伝え

られるようになりました。スピーチコンテストで準優勝が取れたことは、 とてもうれしい

思い出として残っています。少しずつですが、次の3つのこともできるようになりました。

1つ目は、人と違うことが話せるようになったことです。最初の頃は、自分が思ったり感

じたことならば、人と同じことでも話して良いと思っていました。 しかし、 「人と同じこと

ばかり話していたら、周りの聞いている人達はつまらない」と塾長がおっしゃったのを聞

いて、確かにそうだなと思い、人と同じことをなるべく話さないようにしようと、聞いて

くれる人のことも考えて話すようになりました。 2つ目は、柱を立てて話すことです。最

初の頃はレポートやスピーチの構成文を書く時、柱を立てずに思いついたことをどんどん

書いていました。そのため、文章の構成がバラバラでおかしな文章になっていました。し

かし、塾長から文章を害く前に文の構成、柱を立ててから書くと良いことを教わり、それ

を実践するようになりました。最初のうちは、柱を立てるのに時間がかかり過ぎてレポー

トがなかなか進みませんでしたが、何回も書いていくうちに自然と柱を立てられるように

なりました。それからは柱を立てることによってレポートなどが速く書けて、スピーチを

する時も立てた柱の構成を覚えて話せば、言いたかったことを忘れてしまってもなんとか

続けることができました。3つ目は、読むスピーチから伝えるスピーチにできたことです。
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初めの頃は、全部暗記して覚えたことをそのまま話すだけでした。しかし、バッカーズに

入塾して色々な先生方のお話から、身ぶり手ぶりを入れて話すと相手に伝わりやすいこと

や、相手の目を見て話し、相手に伝えようという気持ちで話すとその気持ちが伝わること

を教わりました。私はそのことを実践し、少しずつ伝えるスピーチにすることができまし

た。まだ上手に身ぶり手ぶりを入れることはできないけれど、相手に伝えるスピーチにす

ることはできたと思います。

3つ目は、今の生活がすごくありがたいと感じたことです。今年は新型コロナウイルスの

影響で､学校やバッカーズにも行けないという状況が続きました。外出することもできず、

今までの当たり前が当たり前ではなくなりました。家にずっとこもって勉強したり本を読

んだりしていましたが、勉強をしていて分からないことがあっても先生がいないため、教

えてもらうことができませんでした。また、友達とも会えないため、遊ぶことも話すこと

もできませんでした。しかし、 このようなことを経験することで、周りに人がいてくれる

というありがたさや、周りの人の大切さを実感することができました。それと同時に、世

界には学校に行きたくても行けない、学びたくても学べない子ども達がたくさんいるのに、

恵まれた環境の中で甘えている私がとても恥ずかしく思えました。 これからは、今日しか

ない1日をより良くするために、毎日を大切に過ごしていこうと考えています。

※以下省略

(中1今中2）
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バッカーズ寺子屋に入塾して

私はバッカーズに入塾して、将来生きていく中で重要な経験を、毎回の識座でさせて頂

きました。バッカーズでの経験は、一生忘れることのない学びであり、私の大きな自信に

つながりました。その中で特に心に響いたことが、 2つあります。

1つ目は、志を立てるということです。このことは、企業訪問や経営者識話で、毎回大切

さを感じました。私は、バッカーズに入塾するまで、 “夢”と“志”の違いや、 “志”とい

う言葉の意味を知りませんでした。ですが、バッカーズの支援者の方々の未来について真

剣に考えている目や、志があったからこそ成功できたというお話を見たり聞いたりしてい

るうちに、 「早く志を立てよう」 と思うようになりました。私はまだ志を立てていないので

すが、たくさんの人の役に立つ人になりたいと思っています。私は、志をたてるためにま

ず、世界の動きについて知ることが大切だと思います。バッカーズでは、講座の最初に新

聞を読むことが多くありました。私はそこで読む新聞の出来事を、ほぼ知らず驚くばかり

でした。塾長が毎回「新聞を読むことは大切です」 とおっしゃっていて、正直少し面倒だ

とは思っていましたが、私も新聞を読み始めました。新聞を読んでいると、知らなかった

ニュースを知ることができ、新たな気づきもありました。そして、色々なことに興味を持

てるようになりました。例えば、異国との文化の違いです。私は新聞で見て興味を持ちま
した。だから岩本さん（福岡成膜学園理事長）の経営者講話のときの、留学のお話はとて

も興味深い内容でした。バッカーズに入る前は「留学って何の為にあるのだろうか？」 と

思っていました。ですがこのお話で、 「絶対に留学したい！ 」 と思うようになりました。だ

から、新聞を読んでいて異国についての記事があるときは、チェックするようになりまし

た。さらにあらゆることについて、広い視野で考えることが少しずつ出来るようになりま

した。色々なことに興味を持つと、その中から自分の本当にやりたいこと、つまり志が見
えてくると思います。私は、世の中のことを知り、 じっくりと考え、 --2kをかけて貫き通
す志を立てていきます。

2つ目は、失敗を学ばせてくれる環境のありがたさです。入塾したとき、塾長が「バッカ

ーズでは、大いに失敗してください。人はだれでも失敗します。失敗して、大いに学べば

いいのです｡」 とおっしゃっていました。私はその言葉にとても驚きました。学校では絶対

に言われることのない言葉だったからです。私は忘れ物をしたり、遅刻をしたりと何度も

失敗をしてしまいました。 「支援者の方々や塾長、スタッフの方々が ~生懸命用意くださっ
た貴重な講座を、私は自分のミスのせいで無駄にしてしまった。どうしよう・ ・ ・ 」 と思

っていても、いつも塾長やスタッフの方々はにこやかに対応してくださいました。これが

学校だったら、 「なぜこんなことになったのですか。反省しなさい｡」と注意されます。バ

ッカーズでは、たくさんの企業訪問や合宿があります。ですが、窮前の諸注意はあまりあ
りません。 ・方、学校で社会科見学や修学旅行があるときは、30分もの諸注意があります。

ですが内容は同じようなことを繰り返し言われるだけです。私はバッカーズと学校の失敗

の受け止め方の違いに気づきました。このことから私は、塾長や支援してくださる方が私
のことを心から信じてくれているのだということを強く感じました。バッカーズの失敗で

きる環境から、失敗からもたくさんのことを学べることに気づきました。私は、バッカー

ズで失敗させていただいて、確認することの大切さや、時間の大切さを学びました。これ

からもこの学びを生かして、たくさんのことに挑戦し「失敗」 という経験を積み重ね、大
きく成長していきます。

私はこの“バッカーズ九州寺子屋”という真剣な学びの場に入塾することができて、本
当に良かったと改めて思いました。それは心が大きく成長したからです。今、私は小学6

年生です。先日、学校で委員会の委員長決めがありました。私が入っている計画委員会は、
いわゆる生徒会のような学校で一番重要な委員会です。私は、バッカーズで日本のリーダ
ーにたくさん出会い、 リーダーについてたくさん学んでいました。私は最初から委員長に
なりたいと思っていました。委員長は、なりたい人が立候補して多数決で決まります。そ
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の際に ・人一人が意気込みを言います。私はバッカーズで習ったスピーチを生かして意気

込みを言いました。多数決では、たくさんの票が集まり、委員長になることができました。

私が委員長になれたのは、全てバッカーズのおかげです。バッカーズに入塾する前、私は

委員長になりたいと自分から思うことなど､想像してもいませんでした。その時の私は､“リ

ーダー”や“長”がつくものに目を向けず、興味さえ持たない人だったからです。私は過

去に、学級委員に推薦されたのに、即答で「いやです｡」と答えてしまったことがあります。

今それを後悔しています。バッカーズに入塾する前、 「バッカーズって、スピーチとかレポ

ートとか大変そう」 と思い、あまり気が向きませんでした。ですが実|際に入塾すると、今

までに考えたこともなかった志や日本の未来について考えるようになり、委員長にも立候

補できるようになりました。バッカーズでの学びは全て人生に生かされています。

そして、何より大切にしたいのがバッカーズで出会った9期生の仲間です。志を立てる

ために大切なことの1つに“師友に学ぶ”ということがあります。その場がまさにバッカ

ーズでした。識座では毎回一人一回マイクが回ってきて考えを言う時間があります。1つの

新聞記事に対して考えを言うときもあります。ですが、色々な考えがあり、 自分が考えつ

かない感想がほとんどでした。スピーチコンテストのときにもたくさんのことを学びまし

た。第~-~回スピーチコンテストのテーマは“伝えたい感謝の言葉”で、 自分が感謝を伝え
たい人や物についてスピーチをしました。私は身近な両親に感謝のスピーチをしました。

私はみんなも両親や家族など、 “人”に感謝のスピーチをするだろうと思っていました。で

すが、ランドセルや日本のきれいな水、食べ物など“物”に感謝をしている仲間がいて、

物の見方、考え方の違いを学びました。

このように私は、バッカーズでかけがえのない学びを得ました。これは、塾長やスタッ

フの方々、支援者の会の方々が日本の将来を私たちに託してくださっているおかげです。

塾長は毎回の講座の内容を真剣に考えてくださり、スタッフの方々は、私たちが楽しめる

ように26人分の準備をしてくださり、支援者の方々は講話の内容をわかりやすく真剣に考

えてくださいます。私はこれから、支援してくださる方々の想いに応える“強く明るい”
人になります。そして、何事も真剣に考え、多くの人のためになるリーダーになりたいと

思います。

※以下省lll各

(小5→小6）
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バッカーズ寺子屋の一年間を振り返って（保護者）

息子は新型コロナの影響で中学の入学式も開催されず､1学期はほぼオンライン授業とい
う時代の中、中学2年生の時期にこのバッカーズ寺子屋と出会いました。

経営者から直接お話を伺えるというバッカーズ寺子屋ならではの講座スタイルですが、
前半やはり新型コロナの影響でオンライン実施となり、その上毎回レポートを書くという
息子にとっては苦難があり、モチベーションを持続することはなかなか難しいのではない
かと心配しました。毎年7月に開催される萩合宿も開催できず、同期生ともオンライン上
で顔を合わせるだけの講話が続きました。オンラインだけでは思春期の男の子に同期生と
打ち解けて仲良くなれというのも難しい注文でした。

しかし徐々に講話が対面で開催されるようになり、 12月の足立美術館研修から帰ってき

たときはもうすっかり仲良くなっていて、楽しそうに笑っておりほっとしました。足利美
術館研修は大雪でしたが、そのせいで雪合戦ができ、各々のキャラクターがよくわかった
ようで、羽田空港に迎えに行ったときには改めて子どもたちの力は素晴らしいなと思うと
ともに、難しい時期にも関わらず足立美術館研修を実施してくださったバッカーズ寺子屋
事務局の皆様に本当に有り難いと感じました。

バッカーズ寺子屋ではスピーチコンテストを2回開催しますが、各合宿から飛行機を降
りてすぐのタイミングにもスピーチがあります。このスピーチがとても意義があり、よい
気づきのスパイスだったと私は思います。

日本でスピーチというと、書いてあることを間違いなく読んで終えるイメージがありま

すが、バッカーズ寺子屋ではスピーチは書いてあるものを読むべきではなく、 自分の言葉
で話すことを求められます。羽田空港でのスピーチは、子供たちが体験してきたことを楽
しそうに心から話しており、 自分の言葉で話すというスピーーチの意味を実感し、基礎を築
く素晴らしい機会だと感動しました。

そののち、第2回スピーチコンテストが行われましたが、与えられたテーマを自分たち
の言葉でしっかり語っており、第1回目に比べて格段に上達しており、内容も1m白く個性
的で正直驚きました。子供たちの成長は著しいとしか言いようがありません。大人でもこ

んなに立派なスピーチをできる日本人は少ないと感じました。これも偏にバッカーズ寺子
屋での講座において、木村塾長が常々子どもたちの意見を引き出し、きちんと自分の頭で
考える習慣を植え付けてくれたおかげなのだと実感致しました。

また私が個人的に感じた子どもたちの変化の二つ目はその「目」です。

保護者もまた突発的に感想を求められる機会があるのですが、私が話しているときの子ど
もたちの目つきも徐々に変わっていきました。私は普段人前で話す機会もありますが、聞
く側の目は机の上を見ていたり、見ていてもぼんやりなことも多く、全く緊張することな
どないのが私の経験でした。しかしバッカーズ寺子屋の子どもたちの目はすごいパワーで、

卒塾式の目にはたじろぎました。これはバッカーズ寺子屋で『攻撃的に聴く』という学び
のおかげだと考えます。

大人の私もこの『攻撃的に聴く』には改めてなるほどと思わされました。人の話をきち
んと聞いているつもりでも、『攻撃的に聴く』'ことは実践できていないのではないか、そう

考え、仕事上でメモを取る姿勢と密度を変えてみました。まだまだ発展途上ですが、実|際
私のような大人でもこの『攻撃的に聴く』を念頭に置くだけで変化があります。『攻撃的に
聴く』ことによって集中力・思考力・人間力もおのずと上がっていくことがわかります。
この重要な習慣を10代の若い折に学ぶことができ、基礎構築できる機会は、特に日本の教
育現場ではなかなかないことです。こうした『攻嬢的に聴く』という意義を息子に実感さ
せることができたのは、この年齢時期ということも代えがたく、彼の生涯に渡っての宝に
なると確信しております。

新型コロナ、 ウクライナ情勢という激動の時代に多感な時期を迎えている子どもた
我々大人の想像のできないような不安を抱えているのではないかと思います。

今、

らは、
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更にインターネットの普及により、情報は溢れかえっており、何が正しいのか、自分で何

を選ぶのか、いつも問われている時代とも言えます。

そんな今、バッカーズ寺子屋で『志』という生きることの意味を学び、ひとりの人間と

して胸を張って生きていくことの指針を教えていただけたことは、複雑化していく世の中

でも自分を失わずに『志』について常に自己に間うていけばよいのだという地図を手に入

れたようなものではないでしょうか。

また一緒に学んだ仲間たちがいることも大変心強いです。

志の先駆者である経営者の方々に学び､経営者に直に話を聞き、質問をすることによって、

ぼんやり思い描いていたことの輪郭も太く濃くなったことでしょう。次は彼らの番です。

いつか正しく日本を牽引していってくれる存在になってくれればと、大きく期待します。

最後になりますが、バッカーズ寺子屋を支えてくださっていらっしゃるファンデ－曽／ヨ

ンの方々、木村塾長、事務局の方々に心から感謝をイ

これからも卒塾生としてよろしくお願いいたします。

事務局の方々に心から感謝を伝えたいです。
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【聞く】ことの意義

1． 「聞く」は話すよりも消極的なことのように考えられがちだが、これくらい積極的な、
全身、全霊をかけなければできないことはない。

2． 「学問」 というようなことだって、 「真理」の声を、全身全霊をかけて｜,聞く」こと以
外にないと思う。

3．聞くことは吸収すること、伸びること、新しい世界に生まれること。

4．聞くということは、相手の存在を大事にすること。聞くということは、相手を理解す
ること。

【書く】ことの意義

1．私たちは、その時その時いろいろなことを学んでいる。それを書いてみると、いかに
無整理、無秩序にものごとを学んでいるかということがわかる。だから、書くということ
は、 自分を整理することである。

2．善くということは、モヤモヤしたものに形を与えることである。したがって不確かな
ものを確かなものにしていくことである。

3．書くということは、経験が整理されることである。 したがって、経験が生きたものに
なり、意味を持ったものになる。

4~書くということは、考えるということである。したがって、自分の考えを築き上げて
いくことである。そして、書いている中に、その考え不足や未成熟の考えが成熟してくる。
書きながら考え、考えを深め、高め、はばのある確かなものに育てあげることができる。

5．書くということは、 自分を客観化することである。 自分を、 自分にも人にも見えるよ
うにしていくことである。

6．書くということは、そのままでは消えていってしまう 「感じ」や「思い」 「考え」 「行
動」を、ひとつひとつ呼び止め、形を与え、いたわってやる仕事だ。感じっぱなし、やり
っぱなしにして逃げてしまわないで、呼び止め、形を与え、いたわってやることだ。

7．書くということは、 自分を責めていくことだからつらいのはあたりまえ。

8．書くということは、また、整理し、あいまいなことは確かめ、順序の乱れているもの
には順序を与え、それを自己統制していく仕事でもある。だから「書く」作業を取り入れ
ると、子どもがしゃんとしてくる。

『東井義雄一日一言』 （致知出版社）

~

口東井義雄（とういよしお／ぎゆう）
1912年（明治45年） 4月9日- 1991年（平成3年) 4月18日）は、 日本の教育者、浄

土真宗僧侶。

兵庫県豊岡の浄土真宗の東光寺に生まれる。 1932年（昭和7年）に姫路師範学校を卒業
した。小学校教師として奉職、多くの著作を著す。東光寺住職。
昭和7年小学校の教師となり、生活綴方(つづりかた)教育運動を実践。戦後は母校の相
田小学校で、かくことによる「ほんものの教育」を展開。以後、県内の小・中学校長を歴
任した。平成3年4月18日死去。 79歳。姫路師範卒。著作に「村を育てる学力」など。
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｜橋禾差内に学ぶ志が立つとき ｜

■橋本左内～26歳の短い生涯であった～

越前国に生まれる。嘉永2年（1849年)、大坂に出て適塾で医者の緒方洪庵．杉田成卿
に師事し蘭方医学を学んだ後、水戸藩の藤田東湖・薩摩藩の西郷隆盛（吉之助）と交遊。
他に梅田雲浜や横井小楠らと交流する。越前・福井藩主の松平春嶽（慶永）に側近として
登用され、藩医や藩校・明道館学監心得となる。

安政4年（1857年）以降、由利公正らと幕政改革に参加。 14代将軍を巡る安政の将軍継
嗣問題では春嶽を助け、 ‐--橋慶喜（徳川慶喜）擁立運動を展開した。幕政改革、幕藩体制
は維持した上での西欧の先進技術の導入、 日本とロシアの提携の必要性を説くなど開国派
の思想を持ち、穰夷で揺れる幕末期では危'倹人物とされた。

安政6年（1859年)、春嶽が隠居謹慎処分を命ぜられた後、南紀派で大老となった井伊
直弼の画策により将軍継嗣問題に介入した事が間われ小塚原刑場にて斬首。 （安政の大獄）
享年26歳。

■『啓発録』 橋本左内が15歳の頃に記したものである。

稚芯をぎる（去稚心）
子どもじみた甘えた心を捨て去る。－'一三、四歳にもなって「稚心」が残っていれば、

何をしても決して上達せず、立派な人間になることなどできない。

1

気を振るう （振気）
負けじ魂と、恥辱を知ってそれを悔しく思う気持ちが大切である。修行を忘れ、出世
を望み、遊興におぼれ、何事もまず損得を計算し、ことの是非を二の次にして大勢につ
く情けない人間であってはいけない。

2

ニミ登'・ た
心を立つ（立志）
志の定まっていない者は、魂のない虫けら（無志）と同じで、いつまでたっても少し
の向上もないが、一度志が立って目標が定まると、それからは日に日に努力を重ね成長
を続けるもので、まるで芽を出した草に肥料の効いた士を与えたようになる。

3

冗毒こ窓しと鏑とは､善物にて芙撤こ葵萌護亡瀞か､競鰕姉笈の講尭に御濃ふか､銭
ひは協難難溌に紺魯騰か､鍼fI獺葵溌擶穀じさ謄かの猛より金迄楚螢6穫署'に
て､羊笙娑薬嘩拳に撚塘;､芯のたるみ創さ僕蒔に量る菫はなし｡≦意'なき箸は､脆裁、
なき蛍に縦｡荷時まで魅惑篠泌ても､笑ののぶる章なし｡ 二意し埜鮮自笠営穫へば､それ
以後は'白發おひおひ筬薑鞍t待含濃署，にて､瀞の葦に誉蕊をあたへたるがごとし。

拳に殖む(勉学）
学とはならうということで、すぐれた人物の立派な行いを習い、自らもそれを実行し
ていくことをいう。次に、勉、つとめるというのは、 自己の力を出し尽くし、 目的を
達するまではどこまでも続けるという意味合いを含んだ文字である。何事に由らず、
長い間強い意志を保ち続け、努力を重ね続けるのでなければ、 目的を達成することは
できない。

4

こうゆう えら

交友を択ぶ（択交友）
交友とは自分が交際する友人のことで、択ぶとは多くの中から選び出すという意味で
ある。 自分と同じ先生について学ぶ人、同郷の人、同じくらいの年齢の人などで、 自
分と交際してくれる人があれば、みな友人として大切にしなければならない。しかし、
友人には損友（飲み食いや遊び仲間で、人格を向上させるための役には立たない） と
益友（自分の過ちや気づかない点を指摘してくれ成長を促してくれる）があるので、
損友を遠ざけ、益友を大切にしなければならない。

5．
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｜ 吉田松陰先生の言葉司

みち せい せ↓、 ぎよう な な こころざし た た

一、 「道の精なると精ならざると、業の成ると成らざるとは､志の立つと立た

ざるとにあるのみ」 松村文祥を送る序

（大意）人としての生き方が正しくすぐれているかそうでないか、また、勉強などがうま

くいくかいかないかは、心に目指すところがきちんと定まっているかいないかによる。

かく1》ん だも､さんき さくてつ

二、 「学問の大禁忌は作穣なり」 講孟舗記

（大意）学問を進める上で絶対にしてはならないことは、やったりやらなかったりという

ことである。

がく ひと 純）えん 主な

｢学は、人たる所以を学ぶなり」 松下村塾記三、

(大意）学問というものは、人間とは何か、どう生きるべきかを学ぶことである。

まんがん しよ 、k あ『〉 いずく せんしゆう ひと た え

四、 「萬巻の書を読むに非ざるよりは、寧んぞ千秋の人と為るを得ん。
､ ，つ皇 ろう 〃､ろ ‘#》『〕 し､｡#sく 齢.kう,ﾒﾒん べ'す いた え

一己の労を軽んずるに非ざるよりは、章んぞ兆民の安きを致すを得ん｡」
松下村塾聯

（大意）数多くの書物を読まずに、どうして千年も先まで語り継がれるような人になり得

るであろうか。また、 自己の苦労を厭うような者に、どうして多くの人々の安らかな生活
を築くことができようか。決してできはしない。

こころざし た キ〕つ ばんじ みなもと な

五、 「志を立てて以て万事の源と為す」 野山獄文稿

（大意）何事をするにも、しっかりした志（人生の目的）を立てることがすべての根本で、

大切なことである。

ひと!）んぐ いえど おの;ijぴいj， に さいのう

六、 「人賢愚ありと雛も各々一、二の才能なきはなし」 野山雑著

（大意）人には、賢いと言われる人も愚かだと言われる人もあるが、誰であれ、一つや

二つのすぐれた才能のない人はいないものである。

門下生伊藤博文（初代総理大臣)、高杉晋作（奇兵隊を設立)、山県有朋（第三代総理大臣)、
山田顕義（日本大学、國學院大學を設立)、他

『長州ファイブ』 幕末（1863年）に長州藩から派遣されてヨーロッパに秘密留学した五人の
若者。井上馨＝外交の父、遠藤謹助＝大阪造幣局長、山尾庸三＝東大工学部の前身を作る、 伊
藤博文＝初代総理大臣、井上勝＝鉄道の父・新橋～横浜
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山内昌之氏の言葉

(東京大学名誉教授・明治大学特任教授。株式会社フジテレビジョン特任顧問
菱商事株式会社顧問）

三

IBM『無限大』 131より

「(略）同時に、私が松陰から学んだのは、夢と志とは違うということ。誰しも子どもの頃
に、自分は将来こうなりたいといった夢を持ちます。夢のレベルは現実的なものから誇大
妄想的なものまでさまざまでしょう。でも今は、能力もなければ努力もしないで、子ども
の頃の夢をいつまでも追っていたり、やりたいことが分からないから自分探しの旅に出る
とか、 とりあえずフリーターをするとか言っている。松陰に言わせれば、それは夢の段階
に留まっているからであって、人は成長する過程で夢を志に変えないといけないんですね。
自分の力を見定め、力が足りなければ、それを自覚し補うことによって夢を実現させる、
それが志だと松陰は言うんです。今の教育は、大きな夢を持とうと言うだけで、肝心の志
を教えない。特に小中学生がそう。 SMAPの歌にもあるでしよ。 『世界に一つだけの花』
だったかな、ナンバーワンにならなくてもいい、だってもともとオンリーワンで特別なの
だからっていうのが。いいところを突いているけど、それだけで大人になっていくわけに
はいかない。たった一つであることを世の中でどう生かすか。その地点まで自分を高めて
いく、それが志なんですよね。松陰は若者た､らに夢を持つことと同時に、現実の中でどう
自分を高め、その夢を実現していく志のあり方を問い掛けることで彼らを育てていった。
偉い人だったなと思いますね。 （後略)」

■歴史。 ・ ・命の連続

れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ
れ

ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま

生
生
生
生
生
生
生
生
生
生
生

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

７

４

１

８

５

２

９

６

３

０

０

９

９

９

８

８

８

７

７

７

７

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

２

５

５

３

３

３

３

０

０

４

３

１

４

１

４

１

１

１

１

１

成
和
和
治
治
永
政
命
暦
保
禄

平
昭
昭
明
明
嘉
文
天
宝
享
元

Ｉ
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人

１

２

４

８

６

２

４

８

６

２

４

１

３

６

２

５

１

２

１

２

５

０

１

万国博

日独伊三国軍事同盟

日韓併合。大逆事件。

自由民権運動激化

ペリーの来航

小林一茶「おらが春」

寛政の改革

賀茂真淵「万葉考」
享保の改革

近松門左衛門「曽根崎心中」
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自分の人生を大切にする心は、 自分自身の生の由来を知ることと深く関わっている。

私たちの命は、決して自分一人だけのものではなく、祖先から受け継いだ「命のバトン」

である。 自分自身の生の由来は、生命の連続性、つまり 「歴史」の中にある。
その意味で、 自国と他国の歴史を温かい眼で見ることは、 自分の祖先たちの命や人生を

温かい眼で見つめることである。このことが、私たちが自分自身の人生と真蟄に向きあっ

て生きていくための第一歩となる。

私たちはなぜかしら、そして、いつの間にか、歴史を「生命の連続」としてとらえる眼

を失ってきたようである。歴史は決して知識の断片でも、他人事でもない。

そのような歴史への暖かい眼差しこそが、私たちに存在の意味を気づかせてくれ、虚無

感からも救ってくれるはずである。

また、感謝と思いやりに満ちた人生への扉を開いてくれるものとなるはずである。
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東井義雄先生の言葉

1．志が確立して、体力も能力もその本来の光を放ちはじめる。

2．志があいまいなものである間は、その人間に転換を与えるものにはならない。

志を立てるということは、生活現実に密着した決断である。それは、生き方、何を目
ざしてどのように生きるかという現実との取り組みが問題となる。それができると「僕
の十年先を見ていてください」 ということにもなるだろう。

3

4．志を立てるのに大きな教育力になるのは、親や教師の現実への取り組み方、生き方で

ある。

学校教育の成果が一番はっきりあらわれてくるのは、子どもが、教師の手を離れ、家
庭に帰ってからのあり方ではないかと思う。子どもが教師の手を離れ、家庭に帰って
からのあり方が変わってこないようだったら、学校教育はほんものではない、 という
ことだ、 と思うのだ。

Ｆ

１

Ⅱ

Ⅱ

！

｢近道」はやはり 「近道」であり、 「本道」はやはり 「本道」である。 「ほんとうでない
もの」はやはり 「ほんとうではない｣。 「にせもの」はやはり 「にせもの」である。

2

｢にせもの」は見えないところの在り方で決まる。それだのに「にせも
見えるとこばかりを気にし、飾り、ますます「ほんとうのにせもの」

｢ほんもの」と

の」に限って、

になっていく。

3

見えないところが見えるところを支えている。見えないところが本物にならないと、
見えるところも本物にならない。

4

あたりまえのことは、実は素II青らしくて、難しいことだ。5

心を込めた仕事は生きている。床の上にこぼれたバケツの水の飛びしずくを、あなた
がていねいにふいてくれたことだって、ちゃんと私の心の中に生きている。

6

尊いもの、美しいもの、善なるもの、みんな謙虚の人のところへ集まってきてその人
のものとなる。

7

｢させられる仕事」から「する仕事」に変わるとき、苦しみは喜びに変わり、生きがい
に眼を輝かせる。

8

根気、根性、性根、それが人間を決定する。9

1L

10．根の深さと広がりが、樹の高さと広がりになる。

11．根を養えば、樹はおのずから育つ。

私たちお互いの中でも、素直になりさえすれば、もっともっと自分を育てることがで
きるのではないでしょうか。かたくなな「意地」や「自尊心」をかなぐり捨てて、学
び合う構えがもてたら、この学校の中だけでも、さわやかな風が通い合い、私たちの
目指している「共同経営」だって、もっとスケールの大きい気持ちのいいものに成長
するのではないでしょうか。

12

『東井義雄･－日一言』（致知出版社）
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森信三先生の言葉（『修身教授録第34講』より）
※森信三先生が、教師を志す大学生たちに話した講義録。

すなわち真の教育というものは、単に教科書を型通りに授けるだけにとどまらないで、

すすんで相手の眠っている魂をゆり動かし、これを呼び醒ますところまで行かねばならぬ

のです。すなわち、それまではただぼんやりと過ごしてきた生徒が、はっきりと心の目を

見ひらいて、足どり確かに、 自分の道を歩み出すという現象が起こって来なくてはならな

いのです。

しかしながら、このように相手の魂をその根本から揺り動かして目を醒さすためには、

どうしてもまず教師その人に、それだけの信念の力がなければならぬでしょう。すなわち

生徒たちがその眠りから覚めて、 自ら起って自分の道を歩みだすためには、まず教師自身

が、全力を挙げて自分の道を歩まねばならぬでしょう。

教育がいわゆる型通りの紋切のものに終わって、相手の心に迫る力を持たないというこ

とは、実は教師自身が、一つの型にはまりこんで、その活力を失った結果というべきでし

ょう。実際はわが国の教育で、現在何が一番欠けているかと言えば、それは制度でもなけ
れば設備でもなく、実に人的要素としての教師の自覚いかんの問題だと言うべきでしょう。

もちろん問題は、ひとり教師の側のみにとどまらず、生徒の側から言っても、現在の学

校制度では、生徒が教師を尊敬する点においても、大いに欠けていることは事実です。 し

かしながらこの問題も、教師の立場からはやはり一切の責任は、教師としての自分にある

としなければならぬでしょう。

かくして今日教育の無力性は、 これを他の方面から申せば結局「志」という根本の眼目

が欠けているということでしょう。なるほどいろいろな学科を型どおりに習いはするし、

また型どおりに試験も受けてはいます。 しかし肝腎の主人公たる魂そのものは眠っていて、
何ら起ち上がろうとはしないのです。

というのも志とは、これまでぼんやりと眠っていた一人の人間が、急に眼を見ひらいて起

ち上がり、 自己の道を歩き出すということだからです。今日わが国の教育上最も大きな欠

陥は、結局生徒たちに、このような「志」が与えられていない点にあると言えるでしょう。

何年、否何-'一年も学校に通いながら、生徒たちの魂は、ついにその眠りから醒めないま

まで、学校を卒業するのが、大部分という有様です。

ですから、現在の学校教育は、まるで麻酔薬で眠りに陥っている人間に、相手かまわず、

やたらに食物を食わせようとしているようなものです。人間は眠りから醒めれば、起つな

と言っても起ち上がり、歩くなと言っても歩き出さずにはいないものです。食物にしても、
食うなと言っても貧り食わずにはいられなくなるのです。

しかるに今日の学校教育では、生徒はいつまでも眠っている。ところが、生徒たちの魂
が眠っているとも気付かないで、色々なものを次から次へと、詰め込もうとする滑稽事を

あえてしながら、 しかもそれと気付かないのが、今日の教育界の実情です。それというの

も私思うんですが、結局は、われわれ教師に真に志が立っていないからでしょう。すなわ

ち、われわれ自身が、真に自分の生涯を貫く終生の目標というものを持たないからだと思

うのです。

すなわちこの二度とない人生を、教師として生きる外ない運命に対して、真の志という

ものが立っていないところに、一切の根元があると思うのです。しかしそんなことで、ど

うして生徒たちに「志」を起こさすことができましょう。それはちょうど、火のついてい

ない矩火で、沢山の炬火に火をつけようとするようなもので、始めからできることではな

いのです。
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下村湖人の言葉

■下村湖人（しもむらこじん、 1884年（明治17年) 10月3日- 1955年（昭和30年) 4

月20日）は、 日本の小説家・社会教育家。本名は下村虎六郎（しもむらころくろう） 、

旧姓は内田（うちだ） 。

佐賀県神埼郡千歳村大字崎村（現神埼市千代田町崎村）出身。東京帝国大学英文科卒。大

学卒業後に母校佐賀中学校教師や鹿島中学校校長等を歴任。教職辞任後は、同郷で高校・

大学同窓の田澤義鋪に従い、講演や文筆活動で社会教育に尽力。青少年に影響を与えた『次
郎物語』の著者として知られる。

｢子供に何か話しかけられるのを面倒くさがる親ほど、根気よく子供に絶望の習慣を

養っている親はない。 」

1

自分が他人から非難されるのを気に病

他人か自分に対して傲慢であるのをい

｢他人が非難されているのを痛快がる人ほど、

むものであり、他人に対して傲慢な人ほど、

やがるものである。 ．’

2
q

1

｢よき親でありたいと願う人々のために、私の用意している助言がただ一つある。そ

れは、子供をその善悪に拘わらず常にいたわってやるということである。むろんそ

れは単なる技術であってはならない。それは、人間共通の弱点について十分な知識

を持ち、 自分自身そうした弱点の持ち主であることを深く自覚するところから、 自
然に発散される感情の香気でなければならない。愛撫や、賞賛や、叱責や、教訓や、
その他親としての一切の努めは、そうした感情の香気に包まれてのみ真に生かされ

るであろう。

この助言は、だから、つぎのようにいいかえることもできる。人間性に無知な親は
親ではない。人間として傲慢な親は親ではない。自己をいつわる親は親ではない。
親もまた子供と共に人生不断の修行者でなければならないのだと。 」

3

｢子供は大人のまねをする。このことを大人が忘れさえしなければ、子供の教育はさ
ほど困難なことではない。しかるに、世の大人たちは、ご苦労にも、子供たちに自

分のまねをさせまいとして、いつも苦労し、それを教育だと思いちがいしているか
のようである。 」

4

｢子どもというものは、親に本当に信用されているという自信があると、めったにう
そを言ったり、かくれて悪事を働いたりはしないものである。また、 自分が興味を
もっていることに、親も興味をもっているということがわかると、行動が活き活き
として来るし、年齢相当に能力が認められ、それにふさわしい責任が与えられると、
大抵の困難に打ち克ってそれを果たすことができるものなのである。

このことは、世の親たちに次のことを教える。それは、子どもをいかに教育するか
を考える前に、子どもをいかに遇するかを考えなければならないということであ

る。 」

5

3

●

｢甘い教育によって、いろいろの自由を与えられた子供たちは、将来最も不自由な人
間に育つであろう。なぜなら、彼らは、 自由の最大の基盤である反省力と意力とが
奪われるであろうから。 」

6

｢一粒の米や、一滴の水を大切にする倫理の滅びて行く時代には、行き届いた愛情も、

繊密な計画心も、厳しい責任感も、育たない。およそ磨きのかかった人間の魂とい
うものは、小さなものに対する畏敬の念のないところには、決して育つものではな
いのである。 」

7

『心窓去来』’
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